
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Yes  No 
誤ってファイルを上書きしたことありませんか？    
 
 

どのファイルが最新版かわからなくなったことはありませんか？    
 
 

ファイルの変更箇所を確認したくなったことがありませんか？    
 
 

ファイルを古いバージョンに戻したくなったことはありませんか？    
 

メールでは送れないような数百メガファイル… 
CD-R に焼いて手渡ししてませんか？ 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このような問題の解決策が File Version Manager です。 

開発時のソース管理やファイルサーバーとしてご利用ください。 
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File Version Manager の機能 

 

  

チェックイン、チェックアウト 
ファイルを編集するときはチェックアウト、編集したファイルをサーバーに保存す
るときはチェックインを行います。 
これにより他のユーザーが同時に編集することができなくなりファイルを一元
管理することができます。 
サーバーにチェックインされたファイルはそのファイルが更新されていれば履歴
が作成されます。 

プライベートフォルダ 
他のユーザーにファイルやフォルダを表示したくない場合、フォルダ作成時にプライベートフォ
ルダを選択します。 
他のユーザーはこのフォルダにアクセスすることができなくなります。 
 

 
 

 

容易な操作 
サーバーにファイルやフォルダを追加するとき、エクスプローラからドラッグするだ
けです。 
ドロップされたサーバーのフォルダにファイルが追加、フォルダの場合は自動的
にフォルダを作成してファイルを追加します。 

 

ロールバック 
チェックインを取り消したい場合は元に戻したいバージョンを選択してそのバージョンまでロー
ルバックすることができます。 

 

  

論理削除 
ファイルやフォルダを削除するとき、完全に削除しません。そのため、削除した
ファイルやフォルダを復元することも可能です。 

ファイルの差異表示 
ファイルのチェックアウト、編集、チェックインを何度もしている時、いつどこを修正したか調べ
たいときがあります。 

このような時、異なる２つのバージョンの ファイルの相違点を表示させることができます。た

だし表示できるファイルはASCII のテキストファイルです。 

 

 

会社、自宅、どこからでも… 
サーバーとクライアントの通信はhttp プロトコルで行われています。会社でチ
ェックインしておけば自宅でチェックアウトすることもできます。 
 
また、メールでは送れないような数百メガのファイルも・・・ 
FileVersionManager ならFireWall があってもラクラクと安全に転送 

 

画面は開発中のものです。 

 



 

File Version Manager の構成 

 

サーバー 
 
インターネットまたはイントラネット上にInternet Information Server をインスト
ールします。このIIS 上にFile Version Manager のWebサービスをインストール
します。 

 

クライアント 
 
各クライアントは、File Version Manager のWebサービスにアクセスするためのプ
ログラムを使用して、フォルダを作成したり、ファイルのチェックイン、チェックアウトを行
います。 

ネットワーク 

 

 
サーバー、クライアント間は、http プロトコルで通信を行います。インターネット経由
で構成する場合は、https プロトコルでの通信を推奨いたします。 

 

 

File Version Manager の使用形態例 

 
File Version Manager のライセンス 

 
l 基本で5 CAL が付属しています。 
l 1 CAL から追加することができます。 
l ユーザー毎に1CAL 必要になります。1 台のコンピュータを複数ユーザーで使用し、それぞれがFile Version Manager を使用する場合は、ユーザー数分のCAL が必

要になります。 
l Web サイトあるいは雑誌等の付録 CD-ROM 等からダウンロード、インストールした状態では評価版となります。評価版の場合は5CAL までとなります。CAL を追加

することはできません。 
l 製品を御購入いただくとインストールした評価版が製品版となり、CAL を追加することができるようになります。 

 

評価版と製品版の違い 

 

 評価版 製品版 
ライセンス数 5CAL 10000CAL まで 
クライアント通知 評価版であることを通知します。 通知はありません。 
機能 ファイルの削除、ロールバック等いくつかの機能が使用でき

ません。また、画面に表示する数等を制限しています。 
すべての機能が公開されます。 



 

ご購入方法 

 
1. Web サイト上でユーザー登録を行います。確認のメールが届きます。 
2. 確認のメールに購入方法が記載されています。購入希望の場合、指定口座へ代金を振込ます。 
3. 入金確認後、ライセンスファイルをメールにて送信いたします。ライセンスファイルをインストールして購入完了となります。 
4. CAL を追加する場合 Web サイト上で追加CAL を申し込みます。確認のメールが届きます。 
5. 確認のメールに購入方法が記載されています。指定口座へ代金を振込ます。 
6. 入金確認後、CAL ファイルをメールにて送信いたします。CAL ファイルをインストールしてCAL の追加が完了となります。 

 

サポート 

 
l Web サイト上のみのサポートとなります。 
l 将来のバージョンについての無償アップデート等は保証致しかねます。 

 

必要システム 

l ハードウエア 

 サーバー クライアント 
コンピュータ本体 
(PC / AT 互換機のみ) 

Pentium III 550MHｚ 以上のプロセッサを搭載した 
サーバー コンピュータ 

Pentium 233 MHz 以上のプロセッサを搭載した 
パーソナル コンピュータ(Pentium III 以上を推奨) 

メモリ 256 MB の 実装メモリが必要（512 MB 以上を推奨） 128 MB の 実装メモリが必要（256MB 以上を推奨） 
ハードディスク 1MB 以上の空き容量が必要 

データ量に応じてさらに空き容量が必要 
2MB 以上の空き容量が必要 

ディスプレイ SVGA (800 X 600) 以上の高解像度ディスプレイ、256 色以上
の表示が必要 

SVGA (800 X 600) 以上の高解像度ディスプレイ、256 色以上
の表示が必要 

その他  Microsoft Mouse 、Microsoft IntelliMouseR、または互換性のあ
るポインティング デバイス 

l ソフトウエア 

 サーバー クライアント 
OS Windows 2000 Server 

Windows 2003 Server 
Windows 2000 Professional 
Windows XP Home Edition, Professional Edition 

サービス Internet Information Server 
.NET Framework 1.1 

Internet Explorer 5.5 

 
l 必要システム容量、ハードディスク容量は、システム環境によって異なる場合がありますのでご注意ください。 
l 本製品には、日本語版オペレーティング システムは含まれておりません。 
l File Version Manager のサーバーにアクセスするにはクライアント アクセス ライセンスが必要です。 
l File Version Manager には標準で5 CAL が含まれています。 
l 追加の CAL は、1 CAL から購入することができます。 
l CAL 数は最大 10000 CAL とさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最新情報は、 http://products.futero.co.jp/ をご参照ください。 
Copyright c 2004 FUTERO SYSTEM Corporation. All rights reserved. 
●記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
●このカタログの内容は、2004 年 10 月現在のものです。 
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